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令和８年・丙午の新年にあたって

木
朗
希
選
手
と
と
も
に
お
互
い

が
故
障
や
低
調
時
に
は
フ
ォ

ロ
ー
し
あ
う
と
い
っ
た
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
素
晴
ら
し
さ
も
魅

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
相
撲
で

は
、
九
州
場
所
で
安
青
錦
関
が

初
優
勝
し
、
祖
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
戦
乱
を
逃
れ
て
日
本
に
や
っ

て
き
た
高
校
生
が
、
一
心
に
稽

古
を
重
ね
、
日
本
の
伝
統
で
あ

る
大
相
撲
で
大
関
ま
で
昇
進
し

た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
こ
う
し
た
方
々
が
、
日
々

の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

新
た
な
世
界
を
切
り
開
い
て
こ

ら
れ
た
姿
は
、
多
く
の
人
に
勇

気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
も

の
と
思
い
、
私
た
ち
も
一
層
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
倶
楽
部
も
従
来
の
事
業
に

加
え
、「
公
開
講
演
会
」「
ス
マ

ホ
教
室
」「
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
等
、
新
事
業
を
定
着
さ

せ
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
倶
楽
部
の
定
款
目
的
項

に
謳
う
「
会
員
相
互
の
交
誼
親

睦
を
敦
く
し
、
そ
の
知
性
徳
性

を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
奈
良

県
商
工
業
の
振
興
を
通
じ
て
地

域
経
済
の
活
力
増
進
と
地
域
文

化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
た
め

事
業
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

丙
午
は
、“
火
と
火
”
が
重

な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
組

み
合
わ
せ
で
、「
情
熱
」「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」「
行
動
力
」「
改
革
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
新
し
い
こ

と
を
始
め
る
に
は
最
適
の
年
と

言
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
皆
様
に

と
り
ま
し
て
も
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

令
和
八
年　

元
旦

国
各
地
で
熊
に
よ
る
被
害
も
例

年
に
な
く
多
く
発
生
し
て
お
り

心
配
し
て
い
ま
す
。
気
候
変
動

と
の
関
係
を
指
摘
す
る
声
も
あ

り
、
今
後
の
対
策
や
、
自
然
と

の
調
和
の
と
れ
た
共
生
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と

が
益
々
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
奈
良
県
出
身

の
高
市
早
苗
氏
が
内
閣
総
理
大

臣
に
就
任
さ
れ
、
憲
政
史
上
初

の
女
性
総
理
が
誕
生
し
ま
し

た
。
地
元
奈
良
か
ら
総
理
が
誕

生
し
た
こ
と
は
県
民
に
と
っ
て

も
大
き
な
誇
り
で
あ
り
、
当
倶

楽
部
と
し
て
も
高
市
首
相
の
ご

活
躍
が
地
元
奈
良
県
発
展
に
も

繋
が
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
関
西
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
昨
年
4
月
に

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
に

は
多
く
の
人
が
会
場
を
訪

れ
、
地
元
奈
良
へ
の
観
光
客

誘
致
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
他
の
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
坂
口
志

文
大
阪
大
学
教
授
な
ら
び
に
北

川
進
京
都
大
学
教
授
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
り
自
ら
の
研
究
を
根

気
よ
く
続
け
て
来
ら
れ
た
業
績

が
世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
功
績
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

米
国
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で

は
、
大
谷
翔
平
選
手
が
55
本
塁

打
を
打
ち
投
手
と
し
て
も
本
格

的
に
復
帰
し
3
年
連
続
通
算
4

度
目
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
き
ま
し

た
。
ま
た
、
同
一
チ
ー
ム
に
所

属
す
る
山
本
由
伸
選
手
、
佐
々

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
な
ら
び
に
関
係
各
位

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
八
年
丙
午
（
ひ
の
え
う

ま
）
の
新
春
を
清
々
し
く
お
迎

え
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
奈
良
県
経
済
俱
楽
部

の
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
戦
後
80
年
と
い
う

節
目
の
年
に
当
た
り
、
先
の
大

戦
に
お
い
て
我
が
国
を
含
む
世

界
の
各
地
で
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
た
こ
と
に
思
い
を
致
し

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら

哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す
。
特

に
、
戦
後
80
年
が
経
過
し
、
戦

争
を
実
際
に
知
る
世
代
の
方
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
こ
の
長
い
年
月
の
間
、
多

く
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
我

が
国
に
平
和
が
築
か
れ
、
守
ら

れ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
昨
年
も
、
様
々
な
所
で
地

震
や
大
雨
、
林
野
火
災
、
台
風

な
ど
の
大
き
な
災
害
が
発
生
し

た
こ
と
に
胸
が
痛
み
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
と
そ
の
御

遺
族
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
を
お
伝
え
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
全

会長　菊池　攻

陽
光
（
写
真
提
供
：
木
村
昭
彦
）
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火曜午餐会忘年の会
　火曜午餐会12月例会を「忘年の
会」として２日12時15分から当倶
楽部５階大会議室で開催した。今
年は奈良フィルハーモニー管弦楽
団から、ヴァイオリニスト袴田美
穂さん、チェリスト西川綾乃さ
ん、ピアニスト岡野弥生さんの３
名をお迎えしての豪華な演奏会。
参加者は師走の気忙しいなか、し
ばし贅沢な時を過ごした。

《奈良フィルハーモニー
� 管弦楽団》

　奈良フィルハーモニー管弦楽団
は「奈良にプロ・オーケストラ
を」と、志ある音楽家たちが集
い、1985年に初代団長（故）全良
雄氏が創立。現在大原末子氏が団
長に就任。メンバーは、高度な音
楽教育を受け、ソロやアンサンブ
ル等にも活躍する他、積極的に後

進の指導にもあたっている。その
音の美しさ、緻密なハーモニーと
高い芸術性は聴衆から高く評価を
うけている。第26回定期演奏会は
日本を代表する指揮者秋山和慶氏
を迎え好評を博した。年２回の定
期演奏会と月１回のサロンコン
サートを続け、重厚なクラシッ
ク・スタイルから親子向けファミ
リーコンサート、そしてレク
チャーコンサートからサロンコン
サートまで、幅広い顔を持つオー
ケストラとして奈良県内に広く親
しまれ、地域の文化芸術の発展に
貢献している。正指揮者に粟辻聡
氏を音楽アドバイザーに延原武春
氏を迎え更なるステップを目指し
名実ともに「わが町・奈良のプ
ロ・オーケストラ」として多くの
県民の強い支持を得ている。日本
オーケストラ連盟に籍を置く。今
年は奈良フィル創立40周年を迎え

る。12月に奈良新聞文化賞を受賞。

♪演奏曲目♪

アイネクライネナハトムジーク
� （モーツァルト）
四季より「春」「冬」
� （ヴィヴァルディ）
亜麻色の髪の乙女
� （ドビュッシー）
映画ゴッドファーザーより
「愛のテーマ」
� （ニーノ・ロータ）
愛燦燦（小椋佳）
プリンクプランクプルンク
� （アンダーソン）
クリスマスフェスティバル
� （アンダーソン）
アメージンググレイス
� （ジョン・ニュートン）
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奈良支店

弁護士法人

弁護士　川﨑 祥記　　弁護士　前川 典彦
弁護士　片山 賢志　　弁護士　大寺 健太

◆相続・遺言　◆企業経営法務　◆交通事故　◆離婚　
◆不動産　◆医療法務　◆債権回収　◆訴訟・法律相談全般

TEL （0742）22-9000
奈良市花芝町 9 番地の 2　川﨑ビル

川﨑法律事務所
奈良 川﨑法律事務所　検索

本　社
〒630-8141 奈良市南京終町 2 丁目 269 番地 

毎週月曜定休日 ( 祝祭日を除く )
☎:0742-61-3301

お客様相談室 :0120-288-770(ﾌﾘｰｺｰﾙ)
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令和８年１月の予定 ※予定は変更になる場合があります

【火曜午餐会】第１、第３火曜日を定例に、12時15分から火曜午餐会、12時45分から定例講演会を開催します。
【火曜午餐会・初例会】

20日、火曜午餐会初例会を当部会議室で開催。
ゲストに上方講談協会講談師 旭堂南左衛門氏をお迎えして、新春講談会を開催します。
第１例会（６日）は、休会します。

【令和八年 四団体合同新年名刺交換会】

令和８年１月６日（火）10時30分からホテル日航奈良で開催します。
【第５回スマホ教室・アプリ編】（全４回）
①１月14日（水）②１月28日（水）③２月12日（木）④２月25日（水）

【囲 碁 会】10日（土）、17日（土）、18日（日）、24日（土）の４回、13：00 ～３階会議室で開催します。
【中国語会話教室】�祝日の12日を除く５日（月）、19日（月）、26日（月）の３回、10：00 ～５階小会議室

で開催します。
【ハングル勉強会】�祝日の12日を除く５日（月）、19日（月）、26日（月）の３回、13：30 ～５階小会議室

で開催します。
【無料法律相談室＝会員限定】

　ご希望の方は、顧問弁護士と日程調整致しますので、事務局までご連絡下さい。
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コーナータイトル『くらぶのわ』は、会員の「輪」・「和」・「話」をイメージしています。

くらぶのわ　第２回〔後編〕

奈良豊澤酒造株式会社　代表取締役会長　豊澤安男 氏� 2025年10月８日、奈良豊澤酒造本社にて

　　 趣味についてお教えください。
まず学生時代から好きな野球観戦で、特に学生野球が好きで甲子園も好きです。僕
は練習から見てましてノックの受け方や取組姿勢をみるとどちらが勝つか大体分か
るんです。
また、旅行が好きで妻と一緒にいろんなところに行きます。最近は医師からの助言
もあり、国内旅行を楽しんでいます。思い出となっているのは高知への旅行です。
この旅行は同級生で連続ドラマの舞台を巡るといったコンセプトにて、例のごとく
計画から行程検討、車中での挨拶、その他準備一切を私が担っていました。しか
し、旅行の三日前に私が病に倒れ入院となりました。どうしても行きたかったの
で、医師に懇願すると命にかかわるから駄目だと言われ泣く泣く辞退。私の幹事代
役は妻が全て仕切ってくれ、おかげで参加者は楽しんでくれたようです。その後、
運よく経済倶楽部の視察研修旅行で高知を訪れることができました。

　　 休日の過ごし方についてお教えください。
時間があれば直営の立ち飲み処蔵元豊祝へ行きます。飲むのが目的ではなくいろんな方
がご来店されていますので、お酒を飲みながらお話をさせていただきます。結局、それ
は仕事でもあるんでしょうけど、私にとっては楽しみということです。

　　 ストレス解消法や健康保持についてお教えください。
プロフィールに「お酒を飲みながら多方面の方々と話をすること」とありますが、加え
ていただきたいのが『妻と二人で晩酌しながらその日にあった事を語り合う』ことがス
トレス解消になっています。妻は嫌がりながらも付き合ってくれてます。
あと、健康保持ですが、“酒は百薬の長”とも言いますが、毎日お酒を飲むことです。
ですから80歳になるまで病気ひとつしたことがなかったんです。丈夫に産んで育ててく
れた親にも感謝しています。それから、お酒は楽しいとき以外は飲みません。悲しい酒
や愚痴を言う酒は良い飲み方とは思っていません。

　　 エネルギーの源についてお教えください。
菊池攻さんからのご質問への答えですが、私は決まった人でなくいろんな人とお話して盃を酌み交わすこと
で、相手からエネルギーを貰っています。だからいつも明るく元気で過ごせるんです。周囲には何の心配や悩
みがないのかと思われていますが。

　　 奈良の好きな場所についてお教えください。
自社の蔵元豊祝が一番好きですが、東大寺大仏殿、春日大社、薬師寺や唐招提寺なども好きな場所です。それ
ぞれ歴史があり趣きも違いますが癒されますし落ち着きます。やはり奈良は神社仏閣ですね。

　　 大事にしているものをお教えください。
プロフィールにもあるように家族・友人・お付き合いは大事です。その中でも家族、とりわけ妻は特別です。
朝でも晩でも毎日、一日あったことやうれしい事、仕事や女性にモテたことやその反対のことも（笑）、全部隠
さず話すんです。妻と酒を楽しんでいるのが幸せです。
〔豊澤宏子様のコメント：仲良くばかりじゃないんですよ。もちろん喧嘩もします。でも、全部話してくれま
す。私もこの人は裏切らないってことをわかっていますから。〕

　　 奈良経済倶楽部への想いや伝えたい、また期待することをお教えください。
経済倶楽部の観劇会は私の両親の代からお世話になっています。こういう伝統ある行事をずっと残しているの
は経済倶楽部くらいしか無いですし、ずっと続けてもらいたいと思っています。やはり経済四団体のひとつと
して経済倶楽部でしかできない活動を展開してほしいし、色々変えていってほしい。午餐会をはじめ倶楽部独
特の様々な行事があり、こうした行事に参加し色々な方と出会いお付き合いすることで、相手の気持ちが良く
理解できるようになります。特に若い方々へお伝えしたいのは、将来、リーダーとして能力を発揮していくに
は、他人の意見をよく聞き、それを参考にしながら自分の意見や考えを纏めていくことが大事だと思います
し、行事に参加することで可能になると思います。ここが一番大事にしなければならないことだと思います。

　　 次回インタビュー会員様のご紹介をお願いします。
次は南都銀行取締役常務執行役員で奈良県経済倶楽部副会長の本多浩治さんにお願いします。本多さんの冷静
沈着な姿勢とリーダーシップ力にはいつも感心しております。その源は何なのか是非お教えください。
� （聞き手：池田香織、中川雅祥）


